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 名南デンタルだより 

増収・増患対策

～お子さんは大事な患者さん～  
 
■自院を見つめ直そう 
 最近、患者さんの来院数が伸びない、開業して３

年以上になるのに開業時とあまり変化がないなど原

因が分かっているようでハッキリと特定できない状

況はないですか？そんな時、なぜ、どうして、何が

悪いなど、疑問だらけで迷いながら日々診療をして

いませんか。悩みぬく事は大事ですが、ただやみく

もに悩んだり考えたりしても解決への糸口にたどり

つくことは困難です。まず、どうして今のようにな

ったのか、どこがいけないのか、どうすれば良くな

るのかについて、患者さんを診察するように自分の

医院全体を診察してみます。そうすることによって、

きっと何か見つかるはずです。例えば小児専門でな

くても、お子さんに着目してみましょう。 

 

■子供の心を掴み取れ 

 「子供の頃、歯医者で怖い思いをした経験はない

ですか？」と２０代、３０代の患者さんに聞いたこ

とはありますか。答えはほぼ１００％と言っても過

言ではないくらいの率で「はい」と返ってくると思

います。そのような経験をした患者さんも徐々に親

となり、自分と同じような思いを子どもにはさせた

くないと思うのではないでしょうか。 
歯科医院の数は年々増え続け、今やコンビニより

も多い状況にあります。その中で「選ばれた歯科医

院」には、親御さんと一緒にそのお子さんをも患者

さんにするチャンスが生まれますが、その際、実際

その歯科医院を選んだ親御さんよりも、そのお子さ

んをファンにすることはとても難題な事です。なぜ

なら、お子さんは繊細で敏感に周囲の雰囲気、そし

て先生やスタッフなどの体調や喜怒哀楽といったも

のを感じ取るからです。子供の心を掴み取るには、

根気良くお子さんの目線で子供に接し、時間を掛け

て治療に取組むことが大切です。時には、童心にか

えって子供の気持ちで一緒に笑ったり、泣いたりし

ながら共に時間を楽しむことが必要になります。 

 

■歯科医院大好き！！（感動が再来院に繋がる） 
子育て世代の親子参加型の『歯磨きクラブ』とい

う取り組みをされ、実際にお子さんの心を掴んでい

る歯科医院の例を挙げてみたいと思います。 
『歯磨きクラブ』は、年４回土曜日の午後から“親

子で歯の大切さを学び、虫歯ゼロのお子さんを育て

る”ためにスタッフがお手伝いをするものです。内

容は、お子さんが遊び感覚で歯垢チェック薬を使っ

てブラッシング指導を受けたり、電子顕微鏡を使っ

て自分の口の中にどんなものがいるのかを観察する

など、普段では体験できない事を体験するというい

わゆる体験学習会です。親御さんには、お子さんの

実際の歯の状況説明や歯科知識を分り易く説明し、

全体で約２時間～３時間半程度を目安とした勉強会

になっています。最終回には、実際の器具や白衣を

使って、お友達や親御さんを相手に歯医者さんごっ

こを体験し、医院のファンをつくることにつなげて

います。 
その甲斐あってクラブに参加しているお子さんが、

治療の際に親御さんを驚かせる事があります。他の

歯科医院では、まともに治療を受けなかったお子さ

んが、そこの歯科医院の医師と衛生士さんには治療

をさせてくれたとか「○○先生じゃないとヤダ」と

いった言動が聞かれるなど、親子と医院がよりよい

人間関係を築き上げていっているようです。お子さ

んは苦手と敬遠するのではなく、親子で参加するこ

とができるイベントや学習会をスタッフ中心に企画

し、１年間運営してみてはいかがでしょうか。いろ

いろな発見が出来て、充実した１年になると思いま

す。派手な企画ばかりではなく、アットホームな雰

囲気で歯科医院が子育て世代の寄り合い・集会の場

となることができれば、自然と歯科医院全体が活気

づいていくのではないでしょうか。 
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